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〔原著〕

減塩学習会の参加者から家族へ及ぼす教育効果に関するプロセスの解明

千葉敦子 竹森幸一 山本 春江 浅田 豊

要旨

本研究の目的は，減塩教室の参加者から家族へ及ぼす教育効果に関するプロセスを解明することで

ある.2003年度N町ヘルスアップ滅塩学習会参加者とその家族を対象に，半構造化面接にてインタ

ビューを行い，質的に分析を行った．

その結果，参加者から家族へ及ぼす教育効果に関するプロセスについては，《気づく》《見直す》《改善

の意欲をもっ》の【妻の学びl，《実践する》《伝達する〉の｛妻が行動し伝えるI，《知識を得る》《気をつ

けようと思う》《気をつけようと思わない》の【夫が反応するl《行動を変化させる》《変化させない》の

【夫が行動する】というカテゴリーが抽出された．また，そのプロセスに及ぼす影響については，《夫婦

のキャラクタ－H夫婦の関係性》《家族の健康状態》〈食事の共同性》の［促進要因］と【阻害要因】が見

出された．

本研究では， E.M.ロジャースの普及プロセスと類似した結果が得られ，さらに，環境を整える・相

互の特徴をよく理解し伝達しあう・適切な時期に適切な介入ができる等の家族の特徴も見出された．

家族の一人が減塩学習会に参加することで，学んだことが他の家族成員に伝わり，家族全体の健康状

態が改善・向上する可能性が示唆された．このことは，ポピュレーションストラテジーの観点からの，

今後の健康教育モデルの開発に関して意義のあるものであると考えられた．

キーワード：健康教育，波及効果，プロセス，家族，ポピュレーションストラテジー

I. はじめに

健康寿命の延伸と生活の質の向上は多くの人々が

望む健康課題であり，健康日本21では主体的な健康

づくりを支援する方策として一次予防をめざした健

康教育を重視し，多様化する個人の価値観や生活様

式に対応できる有効性のある健康教育の開発を求め

ているI).

竹森らの研究グループは，「健康教育TYA2002」

モデルを開発し，シナリオを用いた住民参加型の健

康教育を実践している幻．これは減塩をテーマに小

青森県立保健大学健康科学部

グループに働きかけ，参加者の自発的な学習を促す

教育モデルであり，尿中塩分検査測定値の低下・食

習慣・健康習慣の改善など一定の教育効果をあげて

いる3）～5).

この教育モデルでは，学習会参加者のみではなく

家族においても尿中塩分検査値が低下するという結

果が得られ，学んだことが参加者を通して家族へも

波及する可能性を示した6）～8）といえるが，それがどの

ようなメカニズムによって生じたのか，そのプロセ

スについてはまだ明らかにされていない．

健康教育において，一人の参加者から家族・地域

へと教育効果が波及されていくことは，人々の健康

の保持増進に関するポピュレーションストラテ
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表 1.対象者プロフィール

年齢 職業 家族構成

妻 63 無
1 2人世帯

夫 65 無

妻 36 看護師
2 

夫 35 会社員
夫婦，子供3人の5人世帯

妻 65 無
3 

夫 70 無
2人世帯

妻 53 自営業
4 

夫 53 自営業
夫婦．身の3人世帯

妻 64 無
5 2人世帯

夫 74 無

妻 67 無
6 

夫 71 無
2人世帯

妻 59 保母
7 2人世帯

夫 68 無

ジー9）につながるものであり，本研究において，減塩

学習会の参加者から家族へ及ぼす教育効果に関する

プロセスを解明することは，今後の健康教育モデル

の開発に関して意義のあるものであると考える．

II.研究の目的

本研究では，減塩学習会で参加者は何をどのよう

に学び，どう実践したのか，それが家族にいかなる影

響を及ぼしたのかを明らかにすること，即ち減塩学

習会の参加者から家族へ及ぼす教育効果に関するプ

ロセスを解明することを目的とした．

Ill.研究方法

本研究は，青森県N町で開催されたヘルスアップ

減塩学習会の参加者とその家族にインタビューを行

い，その逐語録をデータとして教育効果に関するプ

ロセスについて質的に分析を行ったものである．

1.研究対象

研究対象は， 2003年度青森県N町ヘルスアップ減

塩学習会の参加者およびその家族である．学習会に

4回以上出席した参加者のうち，家族が検査群（教室

へは参加していないが，自分の尿中食塩・カリウム

排挫量の測定を希望した人）となっている 10組中，

同意の得られた7組にインタビューを行った．イン

タビュー対象者のプロフイ｝ルは表1のとおりであ

る．

7組の全てのインタビュー対象者は，妻が参加者

で夫が検査群であった

2.調査方法

N町ヘルスアップ減塩学習会概要は図 1のとおり

である.2003年 12月～2004年5月まで，同じ対象者

に対して月 1回，計6回の学習会が実施された学習

会の対象者は住民健診における高血圧および尿中塩

分の要指導者であり，減塩学習会呼びかけに対して

の申込者である．

1）インタビューの方法と実際

2004年5月4日～5月15日の期間に対象者の自

宅を訪問し，学習会参加者の妻と検査群である夫が

一緒の場面で，研究者が作成したインタピューガイ

ドをもとに半構造化インタビューを実施した実施

時期は図 1のとおりで，インタビューの所要時間は

1組あたり 31～57分／回であり，回数は 1回である．

主な内容は，尿中塩分検査結果の予想・減塩学習会

に参加しての感想・減塩実践の様子や家族の変化・

伝達の状況等であり，会話の流れに応じて自由に

語ってもらった内容は対象者の承諾を得てICレ

コーダーに録音し，のちに逐語化した．

2）分析方法

分析は個別分析（1事例ごとの個々の分析）と全体

分析（7事例をまとめた分析）から成り，現象学者c。
laizzi10lの分析段階を参考に以下の手順に従って行っ

たなお，分析の妥当性を確保するため，研究の全過

程において共同研究者，地域看護学教員らのスー

パービジョンを受けながらすすめた．

個別分析：①逐語化したデ｝タは内容を変えない

形で要約する．

②要約した内容を類似するものにまと

め，仮の小見出しをつける．

全体分析：①個別分析によって得られた仮の小見

出しから，波及のプロセスを表現し
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⑥ 

検査群 27人

図 1. N町ヘルスアップ減塩学習会概要

減塩学習会参加群： 32名（このうち家族が検査群 10名）

検査群： 27名（学習会には参加せず尿中塩分検査のみ実施）

果のプロセスについて分析した結果， 156のプロセているものを集めて，全体で類似す

スを表すデータが得られた．そこから全体として 29るものをグループ化し見出しをつけ

のサブカテゴリーと 4のカテゴリーを抽出した（表る．

2.参照）．cg:全体分析①でグループ化した見出し

プロセスに及ぼす影響を表すデータが59また，に基づき，個々の事例ごとのプロセ

得られ，そこから 14のサブカテゴリーと 2のカテゴ

リーが抽出された（表3.参照）．

以下，カテゴリーは［ lサブカテゴリーは〈

スをあらわすデータを抽出し分類す

る．

③全体分析②で分類したデータから，

それぞれの括」の，プロセスをあらわすデータは「サブカテゴリー・カテゴリーを抽出

弧で囲んで示す．

1. 波及のプロセスをあらわすカテゴリーとサブ

する．

3）倫理的配慮

対象者全員に，研究目的・データは研究以外に使 カテゴリー

波及のプロセスをあらわすカテゴリーは，｛妻の学

び】［妻が行動し伝える］［夫が反応する］［夫が行動す

る］の 4つであった．カテゴリー毎のサブカテゴリー

用しないこと・話したくなければ話さなくてよいこ

と・研究結果は個人が特定できないように提示する

等プライパシーに配慮すること・データは鍵のかか

の内容は次のとおりである．同意書る場所に保存すること等を文書にて説明し

［妻の学び］を得た．

参加者である妻は，減塩学習会に参加することで

気づきや学び，動機付けなど何らかの心動かされる果IV. 結

経験をしていた「他参加者の実践の話を聞いて勉強

になった」「勉強した内容を外出先などで広めたいと

感じた」「子ども中心で洋食が多いが他参加者を見習

い和食の料理づくりをがんばろうと，思った」「塩分は

対象者は，減塩学習会に参加しての感想や減塩実

その内容は減塩行践の様子を豊かに語ってくれた

動にとどまらず，食生活全般，運動まで及んでおり，

低いほうだと思っていたのに検査結果は高く思い込また，伝達の範囲は同居の家族を越えて別居の娘や

みに気づいた」等の参加者が語ったデータをまとめ義父母，友人へとひろがりを見せていた．中には妻か

ると 6つのサブカテゴリーに分類された．調理実習ら聞いた話を夫がさらにゴルフ仲間に話すというひ

や試食会を通して《自分の家の味付けが濃いと気づ

く〉，他参加者や栄養士の話から〈調理の際の減塩の

ろカ宝りもあった．

個別事例ごとに，参加者から家族へ及ぼす教育効
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表2.参加者から家族へ及ぼす教育効果に関するプロセス

プロセスをあらわすデータ

調理実習や試食会を通して自分の家の漬物がしょっぱいのだと気づいた

塩分は低いと思っていたのに検査結果は高く思い込みに気づいた

教室に参加しなかったらまだしょっぽいものをとり続けていただろう

自分の塩分の摂取状況が分かつた

自分を中心に考えていることに気づいた

だしの効用が理解できた

全部を薄味にするのではなく味噌汁だけならできそう

他参加者の実践の話を聞いて勉強になった

他参加者の栄養調査の写真を見てバランスがいいことに驚いた

他参加者のウォーキングの話を開いて感心した 自分も見習おうと思った

ラジオ体操の話を聞いてそれならできるかなと思った

普段の生活がわかる尿検査が楽しみ

食事調査で果物のとりすぎに気づいた

栄養調査でカロリ｝が多いと言われ量が多いことに気づいた

調理実習の量と比較して食べる量が多いことがわかった

減塩には今後さらに気をつけなくても今までどおりでいいと感じた

試食会や調理実習の味付けは同じくらいだと感じた

漬物や塩辛の食べすぎで塩分が高くなったのだと考えた

勉強した内容を外出先などで広めたいと感じた

結果を見てご飯の量ばかり減らしでもだめだと考えた

食べさせることに責任を感じる

時々勉強が必要だと感じた

子供中心で洋食が多いが他参加者を見習い和食の料理づくりをがんばろうと思った

料理やグループワ｝クが楽しみだった

調理をする人が滅塩に興味を持つことが必要

二人の健康を考えて食べ物に気をつけなければと思った

調理の際に酢やだしを活用し習ったことを実践した

味噌汁の味を薄くした

焼肉をたれに漬け込んで焼くのをやめた

調理実習のスープを夫に食べさせた

香辛料や生萎で料理を工夫した

娘に料理を作って持っていった

学習したとおり漬物は小皿で出すようになった

食卓に酢を置くようになった

教室を機会にかけ醤油をだし割り醤油に変えた

調味料をテ｝ブルに置かないようにした

話を聞いて漬物を出さないようにした

野菜を多く買うようになった

塩辛など塩分の多いものは買わないようにした

計量スプーンのパンフを台所に貼り自分に意識づけた

「塩分控えめにJのスポンジを冷蔵庫に結って自分に意識づけた

自分のかけ醤油の量を滅らした

味噌汁をー食抜くようにした

欧米人は味噌を食べないので塩分が低いという話を娘と夫にした

二人しかいないので習ってきたことはいつも夫に話すようにしている

両親に薄味のコツをアドバイス

味がなくても栄養には関係ないことを夫に教えた

食パンに塩分が入っていることを夫に教えた

夫や嫁に教室の内容と減塩の必要性を話す

食事のメニューで塩分の多いもの少ないものを教える

滅塩を夫に不快にさせることなく言えるようになった

カリウムが塩分を排出するという話を夫にした

塩分を控えるよう娘や友人に注意した

夫に糖分の取りすぎ，調味料のかけすぎを注意した

食べる量が多いんだよと夫に注意した

事事に醤油のつけすぎを大声で注意し，習慣にすればだめだと言った

夫に麺のつゆを残すよう注意する

教室参加後，夫と子供に野菜を食べなさいと注意するようになった

両親に漬物を浅漬けにするよう話した

学習会最終回の参加を夫に勧めた

作った料理をいいでしょうと強引に勧める

サプカテゴリー

自分の家の味付けが濃いと気づく

調理の際の滅塩の工夫を学ぶ

他参加者に刺激をうける

自分の食生活全般を見直す

食生活の問題を考える

食習慣改善の意欲を持つ

調理の段階で減塩を実践する

食卓に出すときに減塩を実践する

食材を買うときに滅塩を実践する

自分に減塩の意識づけを行う

自分が食べるときに減塩を実践する

学んだことを教える

滅塩を注意する

行動をすすめる

カテゴリ｝

1.妻の学び

93 

2. 妻が行動し伝える

（次ページへつづく）
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（前ページより）

妻の話を聞いてなるほどと思うことが多い

検査をして妻との違いに気づく

妻の話や検査結果を見て減塩に気をつけたいと思う

醤油のかけすぎに気をつけようと思う

最近血圧が高いので減塩をがんばらなければ

話を聞けば気をつけようと思う

つゆ残したらと言われるとあーそうかと思う

食事のたびに言われるので保健師より妻の話が効き目ある

味噌の取りすぎに気づく

自分の塩分が高いのは漬物の食べすぎだと自覚した

このまま塩分を取り続けていたらやぱかったのかな

そんなにしょっぱいものは食べていないけど量多く食べているからかな

食事の調査がありがたい

夫婦で参加して三人でやったらなおいい

同じ食事なのに結果が違うのは麺のつゆと量の問題だと考えた

検査結果に興味を持つ

教室をいいことだ，楽しそうと感じる

妻が参加して変化を感じる

妻の教室参加を応援したい

妻の話はあまり真剣に聞いていない

検査は妻が協力してほしいというから実施したがあまり興味はない

調理実習の料理は特別薄く作ったのでは

塩分が低く出た人は普段と違う生活なのでは

味がないのを食べていると聞いてもそれは特別な人で自分たちが普通だと思う

妻の話はあまり心に残っていない

そんなに無理しなくてもいいんじゃないかな

検査結果は少し多い程度という認識

妻に滅塩料理を作ってもらうことを期待する

奏の作った料理は味が薄いと感じ，食べれるが慣れてはいない

食事のことは妻におまかせしたい

妻の工夫した料理を評価している

漬物の量を減らした

かけ醤油を減らし酢を使うようにした

醤油をかけすぎだと注意されればかけないでそのまま食べたりする

麺のつゆを半分残すようにした

減塩に気をつけるようになった

言われると気をつける

塩辛を食べないようにした

野菜を多くとるようになった

用意すれば果物を食べるようになった

妻の作った減塩料理がおいしく食べられた

自分では一切気をつけず妻の料理を食べた

最初は薄いと言っていたが，だまって食べるようになった

出てくるものをそのままだまって食べる

多少薄くても嫌でなく食べてる

ピリ唐料理を酒のつまみに食べる

だし寄jり醤油は嫌なので自分だけ別な醤油を使う

野菜を勧められでも食べない

そんなにかわるようなことはしていない

調理実習のスープは全く食べられなかった

ゴルフ仲間に麺のつゆを半分残すよう減塩をすすめた

工夫を学ぶ》，グループワークで他参加者の実践を学

び《他参加者に刺激を受ける〉，尿中塩分検査や栄養

調査など客観的なデータをとおして〈自分の食生活

全般を見直す〉《食生活の問題を考える〉《食習慣改善

の意欲を持つ〉であった

奏の言動から知識を得る 3.夫が反応する

減塩に気をつけようと思う

自分の食生活を見直す

検査や教室に興味を持つ

妻の言動を受け止めない

減塩を必要だとは思わない

減塩を妻の料理にまかせたい

漬物の量を減らす 4 夫が行動する

調味料を減らす

麺のつゆを残す

塩分の多いものを食べ過ぎない

野菜や果物を多く食べる

妻の減塩料理をおいしくまたはだまって食べる

自分では行動を変化させない

友人に減塩をすすめる

［妻が行動し伝える｝

減塩学習会に参加することで何らかの学びを得，

学びをきっかけに自分が実践，他者に伝達等の行動

を行っていた．「漬物は小皿で出すようになった」「焼

肉をたれに漬け込んで、焼くのをやめた」「食パンにも

塩分が入っていることを夫に教えたj「外食時しょっ
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表3.プロセスに及ぼす影響

妻は夫の減塩行動を評価

夫は妻の料理の工夫を評価

互いに感謝しあう

互いの滅塩行動を評価する

二人だとがんばれる

プロセスをあらわすデータ

健康にいいことは二人で取り組む

食材の買い物は一緒にいく

二人で健康づくりに気をつける

お互いに声をかけあって検査

お互いに話し合う

一緒にいる時間が2倍に増えた

夫は健康上の理由で医師から注意されている

夫の血圧が最近高い

夫の健康を考えて教室に参加した

夫婦とも血圧がやや高め

食事は毎食同じものを食べる

妻は予防が第 lと考え，健康にいいものはすぐ取り入れる

夫は妻の料理がしょっぱいと食べない

妻は人に感化されやすい

妻は聞いてきていいと思えば即だが気に会わなければすぐにやめる

いいことは人に教えたくなる

夫婦とも健康にいいことはすぐに取り入れるタイプ

夫も料理をする

妻は社交的で話し好き

妻は社交的で新し物好きで世話好きなタイプ

サブカテゴリー

お互い評価しあう

夫婦のコミュニケーション

家族の健康状態

食事の共向性

夫婦のキャラクター

健康を願う気持ち

カテゴリー

促進要因

夫は退職間際に寝たきりや死亡する人たちを見て食事に気をつけなければと思っている

夫は妻の病気やマスメディアの情報からカ斗T醤油を減らしたりラーメンの汁を残すようになっている

同じ年頃の人が脳梗塞で倒れた

夫は薬を飲まないでできるだけ健康でいたいと考える

夫の減塩の知識のあいまいさ

妻は夫には何を言っても無駄，言うよりも作って食べさせればいいと思っている

妻は夫は自分の話を信用してくれないし聞く耳を持たないと感じている

夫は帰りが遅く晩酌をするため家族とは別メニューで食べる

夫は食べたい刺身ゃから揚げを自分で買ってくる

夫は飲んだら仕上げにラーメンを食べたい

夫はもともとはしょっぱいものを好む

夫はもともと濃い口で何にでも醤油をかける習慣がある

漬物がないとご飯が食べられない

夫は健康にいいものをすぐに試すほうではない

夫は社員食堂で昼食をとり栄養表示は気にしない

夫は教室に参加するのは不得意

夫は保守的

夫は検査を妻の勧めで仕方なく実施

妻は料理上手ではないので調味料を工夫しての減塩は難しいと考えている

妻はまだ若いので健康よりもおいしさ優先と考える

ぱいのが気になって話題にするようになった」で表

されるデータから 8のサブカテゴリーが見出され

た〈調理の段階で減塩を実践する〉〈食卓に出すとき

に減塩を実践する》〈食材を買うときに減塩を実践す

る》は，調理を担当する妻ならではの実践であり，食

事を食べる家族全員に影響を及ぼすものである．他

に《自分に減塩の意識づけを行う〉〈自分が食べると

きに減塩を実践する》の減塩行動があった言葉によ

知識のあいまいさ 阻害要因

夫婦の関係性

食事の非共同性

夫が濃い口である

夫の消極的な性格

妻の料理への姿勢

る伝達としては，教室の内容・減塩のコツ・必要性

等《学んだことを教える》，調味料のかけすぎ・つゆ

を残すなど〈減塩を注意する〉，作った料理を食べる

ようすすめる・教室の参加をすすめるなどの〈行動

をすすめる〉があった．

［夫が反応する］

妻の行動や伝達に対し夫は何らかの反応を示す．

「話を聞けば気をつけようと思う」「妻の話を聞いて
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なるほどと思うことが多い」「妻の工夫した料理を評

価している」「妻に減塩料理を作ってもらうことを期

待するJ「妻の話はあまり真剣に聞いていないj「そん

なに無理しなくてもいいんじゃないかな」等のデー

タから 7のサブカテゴリーが見出された尿中塩分

検査や減塩の情報など《妻の言動から知識を得る〉

《減塩に気をつけようと思う》〈自分の食生活を見直

す〉〈検査や教室に興味を持つ〉などのポジテイブな

反応と〈妻の言動を受け止めない〉《減塩を必要だと

は思わない〉〈減塩を妻の料理にまかせたい〉のネガ

テイブな反応に分類された．

［夫が行動する］

妻の言動に対する夫の反応によって夫の次の行動

が導き出される．夫が減塩行動を実践した事例もあ

れば，行動の変容はなく妻に依存的な事例もあった．

「検査以降漬物の量を半分に減らした」「夫婦で話し

合い飲みながらのおやつをやめた」「野菜を多く食べ

るようになった」「出てくるものをそのまま黙って食

べるJ「出し割醤油は嫌なので自分だけは別な醤油を

使う」「そんなに変わることはしていない」等のデー

タから 8のサブカテゴリーが見出された食習慣改

善に有効な行動変容として《漬物の量を減らす〉醤油

など自分でかける際の〈調味料を減らす〉〈麺のつゆ

を残す〉〈塩分の多いものを食べ過ぎない〉《野菜や果

物を多く取る》があった．この中には自発的に行動を

行うタイプとその都度妻から注意されたり，環境を

整えてもらうことで行動をとるタイプがあった．自

らの努力は伴わない〈妻の減塩料理を食べる〉《自分

では行動を変化させない〉というサブカテゴリーも

見出された他に〈友人に減塩をすすめる〉があった

2.波及のプロセスに影響を及ぼすカテゴリーと

サブカテゴリー

波及のプロセスに影響を及ぼすデータが語られて

おり，それは［促進要因］［阻害要因］に分類された

それぞれのサブカテゴリーの内容は次のとおりであ

る．

｛促進要因］

波及のプロセスに対して促進的に作用している

データは，「互いに感謝しあう」「夫の健康を考えて教

室に参加した」「二人で健康づくりに気をつける」「食

事は毎食同じものを食べるJ等であり， 6つのサブカ

テゴリーが見出された夫婦で減塩行動を評価す

る・料理の努力を評価するなどの《お互い評価しあ

う》，互いに話し合う・声をかけあう・感謝しあうな

どの《夫婦のコミュニケーション》，夫の血圧が高い

などの《家族の健康状態〉，家族の〈食事の共同性〉，

新しいもの好きで社交的等の〈夫婦各々の性格〉，〈健

康を願う気持ち〉が，波及のプロセスを促進する要因

として浮かび上がった

｛阻害要因］

波及のプロセスに対して阻害的に作用している

データは，「妻はまだ若いので健康よりもおいしさ優

先と考える」「夫は自分の話を信用してくれないし聞

く耳を持たないと妻は感じている」「夫はもともと濃

い口で少しぐらい塩分をとってもたいしたことはな

いと考えがちJ等であり 6のサブカテゴリーが見出

された力仕事をするためには塩分が必要・水をた

くさん飲めば塩分を多く摂取してもいいなどの《知

識のあいまいさ〉，夫に信用されていない・何を言っ

ても無駄と考える〈夫婦の関係性〉，家族とは食事の

時聞が違い自分で食べたい惣菜を買ってくるなどの

〈食事の非共同性〉，習慣をなかなか変えられない・

何にでも醤油をかける《夫が濃い口である》，自分が

教室に参加するのを嫌う〈夫の消極的な性格〉，おい

しさ優先・料理が不得意という〈妻の料理への姿勢〉

が，波及のプロセスを阻害する要因として浮かび、上

カ宝った．

v.考察

これまで情報伝播の研究として， うわさをとりあ

つかった社会心理学系の研究はあるが，時間ととも

に内容が変容するプロセスを測定することが難しく

研究の蓄積は多くない11). 健康科学系では，健康教

室を開催した結果，庁舎内が禁煙になったという波

及効果が見られたという論文はあるが，そのプロセ
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る．また，この流れは常に一方向に向かうのではなく

逆方向にも流れ，カテゴリー聞で関連を持ちながら，

行ったり来たりを繰り返し流れていくものと推察さ
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れた．たとえば，夫が妻の工夫した減塩料理をおいし

いと評価し「ピリ辛料理を酒のつまみに食べる」と生

活に取り入れた事例では，妻が香辛料を買いそろえ

さらに料理を工夫するという【夫が行動する】結果で

［妻の学び1が促されたという経緯があり， プロセス

が円環的であると考えられた．

Eヨj よ［…し印

また，妻の言動により「減塩に気をつけようJと

知能得る
干預陸変化き晴香 気を叫すようと思う

得験強耳包き喧相，、 気沿叫すようと思t命、

11夫が行動する I:: ~~肘る ［夫が反応する］ことから「塩辛を食べないようにし

た」と［夫が行動する】という結果にいたった事例で

は，妻が「塩辛など塩分の多いものは買わないように

した」という，夫の反応・行動により，

図2. 参加者から家族へ及ぼす教育効果に関するプロセスのイ

メージ図

【妻が行動し

伝える｝が生じたという逆方向の流れも見出された．スは明らかにされていない12).

さらに，夫は自分の話を信用してくれないし聞く耳そこで，本研究では減塩学習会の参加者から家族

を持たないと感じている事例は，夫に対して〈学んだへ及ぼす教育効果に関するプロセスに焦点をあて調

ことを教える〉という行動は一切とらずに「味噌汁な

どの味付けを薄くした」という行動をとった．これは

次に続く【夫が反応する】を予測した上での【妻が伝

査したところ次のような考察が得られた

1.減塩学習会の参加者から家族へ及ぼす教育効

える1であって，カテゴリー聞の関連を示していると果に関するプロセス

（点線矢印）．いえる本研究では，参加者から家族へ及ぼす教育効果に

【妻の学び］｛妻が行動し伝え

る】【夫が反応する］【夫が行動する］のプロセスは，カ

これらのことから，関するプロセスを解明することを目的にデータを収

集して分析を行った．その結果，【妻の学び】［妻が行

動し伝える｝［夫が反応する］【夫が行動する］ テゴリー聞で関連を有し，妻と夫が相互に作用しあ

う結果の経時的で円環的な双方向の流れのプロセス

という

プロセスをあらわすカテゴリーと，そのプロセスに

影響を及ぼす【促進要因］｛阻害要因］の 2つのカテゴ このプロセスに影響を及ぼす

ものとして，《夫婦各々 の性格》《夫婦の関係性》〈家族

の健康状態》〈食事の共同性》等の【促進要因】と【阻

であると考えられた．

これらの関係性について考察しリーが抽出された

害要因】が抽出された．これらは，妻や夫または夫婦

という単位に影響をもたらすものであり， 4つのカ

テゴリーおよびそれらのカテゴリ｝聞の相互作用す

また，べてにおいて関わりあっていた（点線矢印）．

減塩学習会に参加したことで，気づく・見直す・

改善の意欲を持つ等の［妻の学び］があり，その学び

により，実践する・伝達する等の［妻が行動し伝え

る］が生じ，それに対して知識を得る・気をつけよう

と思う・思わない等の［夫が反応する】結果，行動を

たイメージ図を図2に示す．

この促進要因と阻害要因は表裏一体の関係であり，

常に固定されているものではないと推察された．促

進要因が事例によっては阻害要因になりうる可能性

もあり，また，同一事例においても気持ちゃ行動の動

きにより，変動することが考えられた

変化させる・させないという｛夫が行動する］という

プロセスは，図2の実線矢印で示したような経時的

な流れをもち，さらに［夫が行動する】結果によって

再び【妻の学び】が生じるという円環的な流れを有す
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2. イノベーション決定過程と家族問における波

及プロセスの特徴

E.M.ロジャ｝スは，イノベ｝ションを新しいアイ

デア，知識，行動と定義づけ，「普及はイノベーショ

ンが，コミュニケーションチャネルを通して，社会シ

ステムの成員間において，時間的経過の中でコミュ

ニケートされる過程である．」と述べ，イノベーショ

ン決定過程として，知識，態度，決定，実行，確信の

5つの段階をあげている玖本研究において解明さ

れた教育効果の家族への波及プロセスは，妻が学び

を得（知識），行動し伝え（態度・決定・実行），それ

を受けた夫は反応し（知識・態度），行動する（決定・

実行）という点でE.M.ロジャースの普及の定義と

イノベーション決定過程と類似している点があっ

た．

また，本研究においては下記の 3つの特徴が見出

された．これは， E.M.ロジヤ｝スが社会システムと

いう広い集団を表しているのに対し，本研究は家族

間の波及プロセスを解明したものであるため，この

特徴は共同性が高く相互作用のある家族ならではの

特徴と考えられた

1）家族は環境を整えることができる

カテゴリ｝［妻が行動し伝える｝のサプカテゴリー

に着目すると，《調理の段階で減塩を実践》《食卓に出

すときに減塩を実践〉《食材を買うときに減塩を実

践〉等は，妻一人に関わる減塩行動ではなく食事を食

べる家族全員に影響を及ぼすものである．行動変容

のためには本人の努力に加え環境整備が重要であ

る刊が，日々の食事の環境を整えられることは家族

の特徴のひとつであるといえる．

2）相互の特徴をよく理解し伝達しあう

妻は夫の特徴をよく理解し，自分の能力と相手の

特徴を踏まえた方法で伝達していることがわかっ

た料理が不得意な妻は，調理の段階の工夫ではなく

「教室を機会に，かけ醤油をだし割り醤油に代え

たjという行動をとり，夫があまり話を聞かないとい

う事例では，妻はピリ辛料理などの減塩料理を作る

ことでの努力をしている．相手の特徴をよく理解し，

適した方法で伝達している状況が伺えた．

3）適切な時期に適切な介入ができる

「食事のたびに言われるので保健師より妻の話が

効き目ある」「醤油をかけすぎだと注意されればかけ

ないでそのまま食べたりするJ「つゆ残したらと言わ

れるとあ｝そうかと思う」などは，食事を共にする家

族ならではの適時な働きかけであり，夫の減塩行動

を実行させやすくしているといえる．また，「妻は夫

の減塩行動を評価」「夫は妻の料理の工夫を評価」や，

「妻の作った減塩料理がおいしく食べられた」は，即

時的な評価であり，すぐに反応や意見が戻ってくる

ということは，本人のやる気を引き出しお互いに

とってモチベーションが高まり，エンパワーメント

されやすいという特徴がある同～18).

このように，環境を整えることができ，相互の特徴

をよく理解し伝達しあい，適切な時期に適切な介入

ができるということが家族の特徴であり，一緒に暮

らし食事を共にする実践者がすぐそばにいるという

ことは，態度の形成や変容において効果的であり，ま

たエンパワーメントされやすいという点で，家族間

において減塩という習慣は普及されやすいのではな

いかと推察された．

3.健康教室の課題とポピュレーションストラテ

ユ／』ー

健康教室には実施回数の制限や参加者の偏りなど

の課題がある．健康教室を開催しても壮年期男性の

参加は少ない現状であるが，妻が減塩学習会に参加

することで，家族である夫にも健康習慣に良好な行

動の変化が生じ，また，妻が作った料理を食べること

での減塩効果の可能性も見出されたすなわち，家族

の中の誰かが健康教室に参加することで学んだこと

が他の家族成員に伝わり，家族全体の健康状態がよ

くなる可能性が示唆されたといえる．

参加者から家族・地域への教育効果の波及プロセ

スを解明し，教育効果の波及を促進する手法を探る

ことができれば，健康教室の課題解決に有効であり，

ひいては人々の健康の保持増進に関するポピュレー

ションストラテジーに役立つものと考えた．
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VI. 本研究の今後の方向性

本研究では，減塩学習会において家族も尿中塩分

検査に参加した人を対象に波及プロセスの解明をし

たが，夫以外の他の家族成員への波及プロセスおよ

び尿中塩分検査に参加していない家族における波及

プロセスについても解明していきたいと考えてい

る．

さらに，本研究においては家族を超えて地域への

波及の可能性も示唆されたが参加者から地域への

教育効果のひろがりについても今後追求していきた

いと考える．

VII. 結 論

1.教育効果の波及プロセスは，［妻の学び］［妻が

行動し伝える］［夫が反応する］【夫が行動する］の 4

つのカテゴリーで表すことができた．これらは相互

に関連を有し経時的で円環的な流れを持ち，双方向

に流れていくものであった．

2. カテゴリーおよびカテゴリー聞の相互作用の

すべてに影響を及ぼすものとして〈夫婦各々の性格〉

〈夫婦の関係性〉〈家族の健康状態》〈食事の共同性》な

ど［促進要因］【阻害要因］が見出された．

3.本研究における教育効果の波及プロセスは，社

会システムの成員聞における EM.ロジャースの普

及プロセスと類似した結果が得られたさらに，環境

を整える・相互の特徴をよく理解し伝達しあう・適

切な時期に適切な介入ができる等の家族の特徴も見

出された．

4.家族の一人が減塩学習会に参加することで学

んだことが他の家族成員へ伝わり，家族全体の健康

状態が改善・向上する可能性が示唆された
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Research on the Spread Process of the Educational Effect from Participants 

in low Salt Study to their Families 

Atsuko Chiba, Koichi Takemori, Harue Yamamoto, Yutaka Asada 

Aomori University of Health and Welfare 

Key words : Health Education, Effect Spread, Process, Families, Population Strategy 

The purpose of this research is to elucidate the process of the educational effect spread from the low salt class-

room participants to their families. Material was collected by a half structurizing interview from the health im-

provement low salt study association participants in Aomori Prefecture N town in 2003 and their families, and it 
was analyzed qualitatively. 

The following four categories have been extracted as a spread process in the educational effect from the partici】

pants to their families ; the category [wife’s learning] which consists oH The wife notices》，｛Thewife reviews 

meal>. and {The wife has the desire to improve>. etc; the category [The wife acts and explains what she learned] 

which consists of 《Thewife implements learning} and {The wife transmits learning>. etc : the category [The 

husband reacts] which consists of {The husband obtains knowledge｝，《Thehusband pays attention>. and {The 

husband will not pay attention>. etc ; the category [The husband behaves] which consists of {The husband 

changes the action} and {The husband does not change the action>. etc. Two categories which consisted of {mar-

ried couple’s character>. { the relation of the married couple>. {family’s healthy state>. and {the cooperation in 

meal>. etc. [promotion factor], and [obstruction factor] were found as a category which influenced the process of 

the effect spread. 

This is a suggested approach to develop an educational system by which the health of the target population will 

be improved. 




